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かった。チェックリスト意味論（checklist theory of meaning）では、語の意味
はより元素的な要素に還元されると考えられ、意味素性  (semantic feature) によ













































（１）a. 「私の親友は明日仙台に行きます。」  
  b. 「私の親友は明日仙台に来ます。」 
  c. 「最近太ったのでスカートが小さくなった。」  
  d. 「彼女も年頃だから、友達の結婚式に行って刺激を受けたみたいだね。」 




























































































ど、世界の諸言語に共通した特性がみられることは研究されている  (Berlin and 








(1997: 95)は言う。瀬戸  (1997: 95)は、「『明るい』と clear が何故『明らか』とい
う意味と結びつくのか、また、『時間』という抽象的な概念について、日本語で『浪





語で hold the purse strings というが、何故同じ字義表現の所記（つまり意味す
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る内容）を使って、イディオム全体の意味を表すのか。＜見てみぬふりをする＞























なる単語もこの定義に合うとして、たとえば sing, throw, book のような単一形態
素の単語もイディオムの例と考えることができるとしている。  
Nunberg et al(1994) は イ デ ィ オ ム を 定 義 す る 性 質 に つ い て 、 慣 用 性
(conventionality)、統語的不変性  (syntactic inflexibility)、比喩性 (figuration)、






(Nunberg et al.1994: 492)。 
また、統語的不変性  (syntactic inflexibility) について、「イディオムは典型的
に限られた数の統語的枠組みや構造に現れ、自由に表現を合成することが出来な
い」と説明する。例えば、 ‟shoot the breeze‟（無駄話をする）というイディオム
は、*the breeze was shot ‟とか ‟*the breeze is hard to shoot ‟のように変形出来な
いと指摘する  (ibid)。 
さらに、figuration（比喩性）については、「イディオムは典型的にメタファー
（例えば、take the bull by the horns「勇敢に難局にあたる」）やメトニミー（例
えば、lend a hand, 「手を貸す」、count heads「人数を数える」）、そして誇張法
（例えば、not worth the paper it ‟s printed on「全然価値がない」）または他の
比喩に関与する。もちろんいつでも話し手が、関連している比喩について、例え
ばどうして ‟shoot the breeze‟が「話をする」ことを意味するのに使われるの
か、 ‟kick the bucket‟が「死ぬ」ことを意味するのに使われるのかということに
ついて、正確な動機を認識しているわけではないが、尐なくともイディオムの意
味を字義的意味に割り当てることが出来る程度までは、何らかの比喩が関連して




に使われる」と言及する(Nunberg et al.1994: 493)。 
また、彼らは、「イディオムは、他のことわざ的表現と同様に、典型的に、比較
的非形式的または日常会話や大衆的会話、口語の文化の中で使われる」という






また彼は、shoot the breeze のようなイディオムは、通常の会話を通してでは
なく規則によってその言語を学んだだけの話者には利用されない、大衆的な談話
の中で形成される特異な  (idiosyncratic) 性質を具現化しているので、典型的な










































































































































 本研究におけるイディオムの定義についての立場を示す。イディオムとは「複  
数の語連結が慣用的に使用されているもので、その全体の意味は慣用により決ま  
っており、それは構成語が単独のときに持つ意味の総和になっていないもの」と  





































4.1 構成的意味（構成義）と慣用的意味（連合義）  
「構成語の意味」というのは、その語が単独の時持つ意味ということであるが、





























b. 「手下のやつらにはもっと気を配らんといかんね。飼い犬に手をかまれ  
るということもある。」  
c. 「茂のいる北海道へは、仙台で学会のあった年、ついでに足をのばして  
























4.2 自然連結イディオムと変則連結イディオム  
また、本研究では、イディオムを「自然連結イディオム」（idioms of natural 
collocation）と「変則連結イディオム」(idioms of anomalous collocation) に分
けている。 
 Gibbs (1990:428)はイディオムには well-formed と ill-formed があると指摘し
ている。well-formed イディオムとは、字義的にも意味解釈が可能であるもので
あり、ill-formed イディオムとは、構成語の連結が語の選択制限に違反している
ものであると説明する。例えば、kick the bucket というイディオムは字義的に
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「バケツを蹴る」という意味で解釈可能であるので well-formed イディオムであ









（３）a. None of his children have any love for the old man. They would be 
pleased if he kicked the bucket tomorrow. 
        (子供達は誰もその老父に愛情をもっていなかった。たとえ明日彼が死
んでも、彼らは喜ぶだろう) 
b. The politician‟s speech attacking the government‟s plans for 
industry has brought a storm about his ears.（政府の産業計画を攻撃
したその政治家の演説は大きな物議を巻き起こした） 
                  （イディオム辞典） 
 
 （３a）の kick the bucket の慣用句全体の意味は「死ぬ」という意味であるが、
構成的意味は「バケツを蹴る」という動作を表し、解釈が可能である。従って、







（４）a. My father has been very ill but seems to have turned the corner 
now. （父は重病だったがもう危機は脱したようだ）  
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   b. The government‟s plan to reduce unemployment only scratches 
the surface of the problem.（政府の失業者を減らす計画はほんの通  
り一遍のものにすぎない）  
   c. I can‟t trust my typist with any important papers – she has her  
head in the clouds most of the time.（私のタイピストには重要書類  
は任せられないー彼女はたいてい上の空でいるんだ）  
                 （イディオム辞典）  
 
(４a)では、turn the corner というイディオムは「角をまわる」という構成義
を持ち、構成的意味解釈が可能であるので、自然連結イディオムである。（４b）
の scratch the surface も構成義は「表面をひっかく」という意味で、構成的意味








（５）a. 「外で遊んで汚れたから、風呂場で足を洗って来なさい。」  
b. 「やくざの世界から足を洗って、真面目に生きる」  
c. 「お客様はさすがにお目が高くていらっしゃる」  
d. 「山頂からの長い下りで膝が笑いだし、一歩も歩けなくなった」  
































 Fauconnier & Turner (2002: 125)は様々なレベルの対立 (clash) について述  
べているが、語の連結が意味の選択制限を犯すとき、彼らのいう対立 (clash) が 
起きていると考えられる。言語表現の中には潜在的に多くの対立 (clash) が存在  










されている意味、音韻、もしくは象徴構造をさす（辻 2002: 124）。Langacker 
(1987: 32) はスキーマの抽象性について述べている。プロトタイプや拡張事例の
抽象的な共通概念を取り出したものがスキーマであり、概略化  (schematization) 
されたものである。また、逆にスキーマを精緻化 (elaboration)、または具象化
（ instantiation）したものがプロトタイプ、または拡張事例ということになる。





2003: 171）は「花」について次のような説明をしている。  
 
（６）a.＜植物が咲かせる美しく人目を引くもの＞  
     例：庭に花が咲いている。  
      b.＜美しく人目を引くも人＞  
     例：Ａさんは職場の花だ。  
      c.＜サクラ＞  

























（７）a. He is in the living room.  
       He went out of the room. 
      「彼は押入れの中にいる」  
   「冷蔵庫から食品を出す」  
  b. He is in a great team. 
       The book came out. 
      「山田君はクラスの中で重要なポストを占めている」  
  c. He is in a good mood. 
       「彼は今恋愛中だ」  
    「いいアイデアが出てこない」  


















ム指向概念分析」(Frame-Oriented Concept Analysis of Language: FOCAL)とい
う枠組みを提唱し、「意味フレームの一般理論」を目指しているが、「フレームは



























5. 注意すべきイディオムの特徴  






































 (８) a. The day he buys me a drink I'll put the flags out. 
      （彼が一杯奢ってくれた日には、旗でも出して祝うことになるかな）  
      b. The government has raised taxes and is trying to sugar the pill by 
telling us that the money will be spent on things we need, such as 
better housing or education.（政府は増税をして、その値上げした分を
我々の必要とするもの、すなわち住宅や教育の改善に使うと説明し、我々
を納得させようとやっきになっている）  




原他訳 2000 岩波書店 47)と述べている。  
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      c. Singer Stephanie De Sykes has made quite a splash…with a hit 
record and regular television spots.（歌手のステファン・ド・サイク
スはレコードが大当たりしテレビ番組のレギュラーに選ばれて大評判
を取った）              （イディオム辞典） 
 
（８a）の文では、put the flags out というイディオムは、「（旗を出して）大い
に喜ぶ、祝う」（イディオム辞典）という話者の感情的立場を表している。（８b）
の文で、sugar the pill というイディオムの構成的意味は「薬を甘くする」であり、
連合義は「不快なものを良く見せようとする」（イディオム辞典）である。つまり、
増税をした政府は、我々に良く見せようと、都合の良い説明をしている」という





 このようにイディオムの意味が慣用的に決まっていること、話者の感情的立場  
を表すものであることは、「言語の経済性」につながる。つまりあるイディオムが 
イディオムとして解釈されることは、その表現に対する話者の感情的立場とその 

















合成的なものがある。Nunberg et al (1994) は従来、すべて慣用的で非合成的  
(noncompositional) なものとして扱われてきたイディオムを、非合成的な
idiomatic phrases と合成的な idiomatically combined expressions とに分け、
合成的なイディオムが存在することを主張した。例えば、spill the beans という
イディオムは、全体で「秘密を漏らす」という意味であるが、これは構成部分の
spill が「もらす」、the beans が「秘密」という意味を持っていて、全体の意味は
部分に分解されるので合成的なイディオムである。一方、kick the bucket という














意味になっている（河上  1996: 3）。Langacker (1987: 449)は言語の部分的合成
性（partial compositionality）について論じている。彼は blackbird と blackboard






















（９）a. Pat got the job by pulling strings that weren‟t available to anyone else. 
       （パットは他の誰にも利用できないコネを使ってその仕事を手にした）  
                         (Nunberg et al 1994:500) 
    b. Tabs were kept on Jane Fonda by the F.B.I. but they weren‟t kept on  
Vanessa Redgrave.(FBI によってジェーンフォンダは見張られたが、バ  
ネッサレドグレイブはそうではなかった )         (ibid.502) 
    c. leave no legal stone unturned  (あらゆる法的な手を尽くす) (ibid.500) 
     d. My goose is cooked, but yours isn‟t. (私の望みは台無しにされた。でも  
貴方のはされてない )                           (ibid.501) 
    e. We had expected that excellent care would be taken of the orphans,  
and it was. （我々は手厚い管理がその孤児たちになされるものと期待 
していたが、実際そうであった）              （ibid.501） 
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（１０）a.Another nail was hammered into the political coffin of Tory leader  
Edward Heath last night.（昨夜保守党党首エドワード・ヒースの政治 
生命を危うくする出来事がまた起こった） 
b. He was scratching his head over the question his student had asked 
him. （学生が尋ねた質問に彼は困惑した）  
c. *His head was scratched over the question his student had asked 
him. 
d. John hit the hay after he had a few drinks. （２，３杯飲んでからジ  
ョンは寝た）      
e. *The hay was hit by John after he had a few drinks.  




詞化されている。また、（９b）の例では keep tabs on～（～を見張る）というイ
ディオムの構成語で動詞 keep の目的語 tabs が受動化され、さらに接続詞 but の
後、代名詞照応形で表現されている。また、（９c）では、leave no stone unturned
（あらゆる手段を尽くす）というイディオムの構成語 stone が形容詞 legal によ
って内部修飾されている。つまり、ここでは「合法的に手段を尽くす」という意
味ではなく、「あらゆる法的な手段を尽くす」という意味で、 legal はイディオム
全体ではなく、構成部分 stone を修飾している。（９d）では、cook one‟ goose（人
の成功の機会をつぶす、望みを台無しにする）というイディオムが受動化され、
さらに、isn‟t の後の cooked が省略されている。このように（９a~d）の例では、
イディオムの構成語であっても、通常の動詞の目的語や名詞と同様の統語的変形
を許しており、イディオムとしてはかなり自由な変形を容認するものといえる。
同様に、(９e)の例では take care of （世話をする）というイディオムが受動化
され、care は excellent によって内部修飾され、さらに it で代名詞照応され、そ
の後 it was taken of となるところ taken of は省略されている。（１０a）では
hammer a nail into someone‟s coffin（誰かの死（失敗、破滅）を早める）とい




しかし、同じ[ 動詞＋名詞句 ]の形であっても、（１０b）の scratch one ‟s head 







 この点について、庄司 (2002) は、英語イディオムについて、慣用的意味の概
念構造によって動詞の意味タイプに分け、受動化の予測が動詞の意味タイプによ
って可能であることを主張している。例えば、spill the beans が受動化可である
のは、このイディオムが慣用的意味（秘密を漏らす）において V+NP(x<y>)の構
造を持っており、動作主である外項<x>と受動化を受ける内項<y>が存在するから
であると説明する。一方、kick the bucket の慣用的意味（死ぬ）はイディオム
全体が chunk（塊）として Vi（自動詞）(<y>)であり、動作主である外項<x>が無
いので受動化不可であると説明している。庄司(2002)では、状態、状態変化、継
続活動、使役を表す動詞のうち、[y BE WITH z]、[BECOME[y BE WITH z]、そ
して[x ACT ON y]、[[x ACT(ON y)]CAUSE[BECOME[y BE AT(WITH) z]]] の概











（１１）a. Several of his suggestions about changes in the government don‟t 
hold water. (政府内の変革について彼が提案したことのいくつかは
実現不可能だ) 
    b. I was nervous when I was introduced to Sally, but she broke the ice  
by offering me a drink and soon we were dancing together.（私はサ 
リーに紹介されたときは緊張していたが、彼女が私に酒を進めてくれ  
たおかげで打ち解けて、ほどなく一緒にダンスをした）  
                    （イディオム辞典）  
c. 「予定より一万円ぐらい足が出たが、予備費でまかなった」  









同様に（１１b）の文で、break the ice はイディオムで、構成義は「氷を割る」 
であり、解釈可能であるので自然連結慣用句である。連合義は「堅苦しい雰囲気
を和らげる、緊張をほぐす」（イディオム辞典）という意味である。（１１b）
の文では break the ice は「緊張をほぐす」というイディオムの意味解釈を与え





































(１２) a. The president‟s murder drove a nail into the coffin of peace. 
     (大統領の暗殺は平和を危うくする一つの原因となった) 
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b. Another nail was hammered into the political coffin of Tory leader 
Edward Heath last night. （昨夜保守党党首エドワード・ヒースの政
治生命を危うくする出来事がまた起こった） 
                    （イディオム辞典） 
c. Their acquisition of nuclear arms could upset the whole Asian 
apple-cart.                  （COBUILD）  
 












オムが連結した表現である*the coffin of peace（平和の棺桶）や*the political 
coffin（政治的棺桶）は変則的表現になり、選択制限違反を犯した表現になる。  
































Gibbs and O‟Brien (1990)は人がイディオムにどのような心的イメージを持つ
かを調査している。被験者は暴露(spill the beans, let the cat out of the bag, blow 
the lid off)、怒り(blow your stack, hit the ceiling, flip your lid) 、秘密(keep it 











戻すのは難しいと報告されている  (Gibbs1994.辻他監訳 2008: 313)。これに対し、
イディオムの意味を表現した字義表現（例えば get angry）については一致した




表現に対するイメージは一致しなくとも、blow your stack, hit the ceiling, flip 
your lid などに対してはイメージが一致しているということである。このことは、
人がイディオムの意味を解釈する際、構成的意味に動機付けられている可能性を
示唆する証拠と考えることができる 2。また Gibbs (1990: 422)は、多くのアメリ












                                            






kick the bucket というイディオムは ‟die‟という意味だけでなく、構成語である
kick という動詞の性質（discrete 不連続な）から、”He lay dying all week.” は
容認可能であっても、”He lay kicking the bucket all week.”という表現は容認不
可になると説明する。つまりイディオムにおいても人の言語理解は使われている
構成要素に動機づけられるということである。 






れないが、 ‟John was able to pull strings to get the job, since he had a lot of 











ている。例えば、saw logs というイディオムは 、全体の意味を構成語に割り当
てることは出来ないが、「丸太を切る」ことと「眠る」という２つの行為によっ































































(1994,1997) や Fauconnier & Turner (1998, 2002) の 概 念 融 合 (conceptual 
blending) の理論によって説明される。すなわち、構成語のフレームの対立  
(clash) が起こり、融合スペースでは概念融合が起こって、合成  (composition)、
 39 


























































1. 言語の意味と身体性  
本研究では認知言語学的立場で言語の意味を考える。すなわち言語の意味を概









































































































































   b. 一歩一歩登っていくと岩山が迫ってくる。 
   c. 小さな丘が目の前に現れてきた。      (山梨 2000: 68) 
(２) a. スカートがだんだん短くなってきた。 
   b. 痩せて、ズボンが大きくなった。 
























    b.「彼女の話を聞いて落ち込んだ」 
（４）a. I’m feeling up today./My spirits rose. 







































 （５）a. チューリップの花が咲いた。  
       b. 花瓶に花を活けた。  
       c. 西公園へ花見に行く。  











の「花」は茎や葉も含み、部分が全体を表すメトニミー  (metonymy) により、拡
張された意味を持つ。（５c）の「花」は＜桜の花＞という花の一種を指し、類と
しての＜花＞で種としての＜桜の花＞を表すシネクドキ  (synecdoche) によって
意味が拡張されている。（５d）の「花」は＜華やかな人＞を意味し、「はなやか












 （６）a. 「鶏がタマゴを産む」  















あるメタファーは共通の抽象概念スキーマを構成している（松本 2003: 170）。 
 
（７） a. 正月休みに食べ過ぎて、ブタになってしまった  
  b. 今の職場は天国だ             （松本 2003: 76） 
      c 彼は会社の危機を救うため骨を折ってくれた  


























 Lakoff  (1987)は、メタファーを、類似性に基づき起点領域から異なる概念
領域である目標領域への写像であると唱えている。さらに Lakoff (1990) では、
「メタファー的写像はソース領域の認知トポロジー（つまり、イメージ・スキー























<LOVE IS A JOURNEY> 
 
         ・      
             ・      
（起点領域）JOURNEY      （目標領域）LOVE 
             図１（メタファー写像） 
 




 （８）a. We’ll just have to go our separate ways. 
         （別々の道を行かなければならなくなるだろう）  
        b. This relationship is a dead-end street. 
       （この関係は袋小路だ）  
        c. Our marriage is on the rocks. 
       （ぼくらの結婚は暗礁に乗り上げている）  
       （Lakoff & Johnson.1980. 渡辺他訳 1986: 68） 
 

















に写像されて意味が生成されている。Lakoff & Johnson (1980)は、このようなメ
タファーは特別なものではなく、我々の概念の中にあるとして、「概念メタファ
ー」の存在を主張した。また、Lakoff & Johnson (1980) はメタファーについて、
「メタファーの本質は、ある事柄を他の事柄を通して理解し、経験することであ
る」、「人間の思考過程  (thought processes) の大部分がメタファーによって成








つとしている時まっすぐな姿勢になるのが普通である」ことから、I’m feeling up. 
（気分は上々だ）や He’s really low these days.（彼は最近本当に沈んでいる）





2.2 メトニミー（換喩）  
メトニミーとは、２つの事物の外界における隣接性、さらに広く、２つの事物・
概念の思考内、概念上の関連性に基づいて、一方の事物・概念を表す形式を用い




（９） a. 一晩で一升瓶を飲み干してしまった    
b. 黒板を消す               
  c. たまには顔をだしてね            
 d. 私はここに骨を埋めるつもりでやってきました  
  e. この問題を前にして頭を抱えてしまった   
   f. あいつとは同じ釜の飯を食った仲だ       

























 Langacker (1999) は、人はより把握しやすいものを参照点  (reference point)
として捉える能力があると説明する。Langacker (1993) は「参照点構造」




表したものである  ( Langacker 1993: 6)。（第三章 p-76-77 参照） 概念化者（C）
はまず、際立ちの高い「一升瓶」（参照点 R）にアクセスし、「一升瓶の中身の酒」
(ターゲット T）を理解する。  
 
                              
                                   
                一升瓶                                  
                                     T           
                  R           瓶の中身の酒           
                                       
                    D                                                
                                   
                                   
                      C                   














sandwich is waiting for his check.（ハムサンドウイッチが勘定を待っている）















（１０） a. 人に頼ってはいけない  
       b. A さんは親戚に方に不幸があったそうだ  
       c. B さんはおめでただそうだ  
























である」（瀬戸 1997.中右編 105） とメトニミーの定義付けをしている。「E 関係」
とは「モノ  (entity) 」の関係で、例えば「体」と「腕」の関係のように、「全体」
と「一部」の関係で、パートノミー  (partonomy) の関係である。それに対し、




















        

















































































4. メンタル・スペース理論  
Fauconnier (1997) によると、言語表現が持っているのは意味ポテンシャル  
(meaning potential) であり、意味は、完全な談話と文脈の中で始めて実際に作
られる (ibid:37)。 さらに意味を作り出し、相手に伝え、処理するのは人間だけ
















































                  ＜総称スペース＞  
 
       ＜入力１＞               ＜入力２＞        
                                                      
                  ・                  
 
                      
                                 
                                    ＜融合スペース＞ 








Fauconnier (1997) は次のようにコンピューターウイルスの例を挙げている。  
 
（１１）a. Viruses are programs developed by renegade computer operators 
61 
 
who covertly implant them in other programs.（ウイルスは悪質なコ
ンピューターオペレータが作って他のプログラムの中に秘密裏に植え
つけるプログラムである）  
       b. Infections can spread from computer to computer as fast as the 
 Hong Kong flu.  (感染は香港風邪のようにコンピューターからコン  
ピューターに瞬時に広がる) 
     c. Files are contaminated by infectious bytes. （感染したバイトにより
ファイル感染される） 
       d. Compuserve can never be completely immune to hidden killers.（コ 
ンピュサーブは隠れたキラー・ウイルスに対して完全な防疫体制を引  
くことはできない）  
       e. Data physicians develop vaccines, disinfectants,…（データ医はワク  
チンや殺菌などを開発する）  
       f. The only way users can be assured that their programs are healthy 
 is through safe interface.（ユーザが自分のプログラムの健康を確信  
できる唯一の方法は、安全なインターフェースを使うことである）  
















































①フレーム・ネットワーク  (frame network)：組織化フレームがすべてのスペー
スに基本構造を与えている  
②片側 TO (one-sided TO) (TO:topology:位相幾何学)：２つの入力が異なるフレ
ームで組織化され、融合はそのどちらか一方の組織化フレームによって組織化
されるネットワーク  
③対称的両側 TO (symmetric two-sided TO)：２つの入力が異なるフレームで組
織化され、融合スペースはそのそれぞれから、ある程度均等に構造を受け取る
ネットワーク  
④ 非対称的両側 TO (asymmetric two-sided TO)：２つの入力が異なるフレーム
で組織化され、融合はその両方からフレーム・レベルの構造を受け取るが、融
合の組織化フレームはどちらか一方の入力の組織化フレーム（の拡張）である  







さらに、Fauconnier & Turner (2002)では、統合ネットワーク (Integration 
Network) の タ イ プ と し て 、 Simplex Networks 、  Mirror Networks 、 
Single-Scope Networks、 Double-Scope Networks を挙げている。  
Simplex Network の例として、父、母、子供などの役割を持つ家族  (the family) 
を挙げている。家族のフレームを持つスペースが一つで、もう一つのスペースに
は２人の人間、Paul と Sally がいる。Sally は Paul の娘で、融合では家族のフ









（１２）a. At this point, Great AmericaⅡis 4.5 days ahead of Northern Light. 
（現時点で、Great AmericaⅡは、Northern Light より 4.5 日分先にお
ります）  
    b. At this point, Great America is barely maintaining a 4.5-day lead  
over Northern Light. （現時点では、Great America は、Northern 
Light に対してかろうじて 4.5 日分のリードを保っております）  
 （Fauconnier.1997.坂原他訳 195） 
 
1993 年に双胴船 Great America はサンフランシスコからボストンに航海したが、
同じ航海を 1853 年に行った快速帆船 Northern Light と比較されている。この文
では 1853 年の事件と 1993 年の事件を単一の事件に融合している。２つの経路、
２つの船、２つの時期、航路上の位置などを結び付けている。実際には双胴船は







 Single-Scope Network では異なる組織フレームを持つ二つの入力スぺースが
あり、そのうち一つが融合を組織するフレームとなる。Single-Scope Network は
従来の起点領域から目標領域への写像であるメタファーの典型であると















































































のプロセスを、メタファーについては Lakoff & Johnson (1980, 1999)、Lakoff 







発構造が出来ると説明する Fauconnier (1994, 1997)、Fauconnier & Turner 



























（Lakoff.1987,1990, Lakoff & Johnson.1999）。イメージ・スキーマとは、「身
体の運動、対象の操作、そして知覚的相互作用には、繰り返し現れる型が伴う・・・
これらのパターンを、私は『イメージ図式』と呼ぶ」（Johnson.1987.菅野、中




























<LOVE IS A JOURNEY> 
 
         ・      
             ・      










次の例文は LOVE IS A JOURNEY というメタファーの例である。  
 
（１）a. Look how far we’ve come. 
    （ごらん僕らの愛が乗り越えてきた幾山河を）  
        b. We’re at the crossroads. 
     （二人は岐路に立っている）  
        c. We’ll just have to go our separate ways 
     （別々の道を行かなければならなくなるだろう）  




している文である。このような文においては、LOVE IS A JOURNEY というメ
タファーが概念として根底にあると Lakoff & Johnson (1980) は主張している。
彼らはこれを概念メタファーと呼ぶ。Lakoff & Johnson (1980) は、「メタファ
ーというのは（中略）言葉遣いの問題ではない（中略）それどころか、筆者らは
人間の思考過程  (thought process) の大部分がメアファーによって成り立ってい
ると言いたい」（Lakoff & Johnson.1980 渡辺他訳 7）と説明する。つまり、LOVE 




（２）a. If you mention that delicate subject, you will be skating on very thin 
 ice.（その微妙な問題を持ち出すととても危ない橋を渡ることになるよ） 
b. He has completely upset the apple-cart by taking his holiday two 
weeks earlier than he said he would.（彼が、自分で言っていたより
も２週間も早く休暇をとったおかげで予定がすっかりぶち壊しになっ
てしまった）  
c. Nothing would help her when she became worried: words of 
 encouragement just add fuel to the fire.（彼女が悩んでいる時には何  
をしても無駄だった。励ましの言葉もただ火に油をそそぐだけだった） 
    d. Wilson wants to change the way the company sells its goods, but the 




      e. Some members of the government flew a kite about wage control on 
television, but public opposition was so strong that the idea was 
quickly dropped.（閣僚の何人かがテレビで賃金抑制についての観測気  
球を上げたが、一般の反対が非常に強くて、その考えはすぐに取り下げ  
られた）                              （イディオム辞典）  
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いるが、これは、skate on thin ice という英語のイディオムと「危ない橋を渡る」
という日本語の慣用句が、「重大な結果に繋がるような非常に危険な行為をする」
という共通の連合義を持っていることに因る。日本語には「薄氷を踏む」という
































ことがわかる。また、日本語の「火に油をそそぐ」という慣用句が英語の add fuel 































 e. 人はだれでも、自分の事は棚に上げて、他人の行動を批判しがちで  
ある。  
    f. この際、技術的な側面だけなく、同社の体制や体質にも徹底的にメス
をいれる必要があるだろう。       （日慣句辞典）  
g. 不況を乗り切るまでは薄氷を踏む思いだった。  











































































































のを理解する参照点構造を表したものである ( Langacker.1993: 6)。 図の中の C
は概念化者（conceptualizer)、 R は参照点（reference point)、T は目標（target)、
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                the kettle                                  
                                    T           
                  R         water in the kettle             
   D                                    
                                                                    
                                   
                                   
                      C                   








う。この場合、概念化者（話者）C は、解釈の支配域 D にある、より際立ちの高
い参照点 R の the kettle にアクセスし、目標 T を理解するという認知操作を行
う。このような認知プロセスは、我々の言語表現に広く見られる。他の例に、「一
升瓶を飲み干す」、「その選  
挙の結果に霞が関は動揺している」（山梨 1988: 95）がある。この例で、飲み干  
すのは「一升瓶」ではなく、「一升瓶の中の酒」であり、動揺するのは「霞が関  
で働く人々」である。  
谷口（2003: 131)は、「メトニミーも『プロファイル（言語的に明示された  
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（４） a. Boone Kirkman introduced his fiancěe…who looks like a stray from 
the Miss World contest. Nobody raised an eyebrow. （ブーン・カ
ークマンは…ミスワールドコンテストから迷い出たような婚約者を
紹介した。しかし誰も驚かなかった）  
b. ‘You’re a dirty swine. You remove yourself…and don’t show your 
face again.’（お前は汚らしい野郎だ。どこかに消えうせて・・二度
と顔をみせるな）  
c. The craven European Governments who have bowed to threats 
should be told…that they too will risk boycott if they continue to 
bend the knee to the assassin.（これまで脅しに屈してきた臆病なヨ
ーロッパ各国の政府にこういってやるべきだ・・もし今後も暗殺者に
屈服し続けるなら、ボイコットされることもまた覚悟せよと）  




e. It’s wonderful to let your hair down at the weekend after you ’ve 
been working hard all week.（一週間ずっと根をつめて働いたあと週
末にくつろぐのはとても気分がよい）  
                  （イディオム辞典） 
 


































































（５）a. この店も跡継ぎがなく、ついに看板を下ろすことになった。  
b. 林君は帰国したそうだが、一向に顔を見せないね。  
c. 我が軍の猛攻の前に、敵はあっさり白旗を挙げた。  
d. 一言御礼を申し上げたく、筆を執った次第です。  
e. 多くの人が何年も汗水流して北海道の原野を開拓してきた。  
                    （故慣句辞典）  




























































メタファー写像されて、”After years of fighting dishonesty in the government 






               
         R             T                             ・  
       D    
 
 
         C 
    （メトニミー  ：起点領域）         （目標領域） 




（６）a. Court Feud Couple Bury the Hatchet. A couple who went to court  
yesterday to fight about their marriage left the building arm-in-arm 
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a few hours later.（裁判沙汰の夫婦和解す。昨日、離婚について争うた
めに裁判所へ行った夫婦が、数時間後、腕を組んで裁判所から出てきた） 
b. …the young ..politician has set an electoral cat among the pigeons by 
announcing that he may stand for Parliament…（その若手の・・政
治家は国会に打って出るかも知れぬと宣言して、選挙戦に一波乱巻き
起こした。  
c. The lid was taken off the cosmetic industry yesterday by the British 
Union for the Abolition of Vivisection. （昨日、英国生体実験廃止同盟
によって化粧業界の内幕があばかれた）  
d. I changed my mind about giving up my job, but unfortunately I had 
burnt my boats by telling my boss that I was leaving.（私は退職しよ
うという気持ちを変えたのだが、不運にも上司に辞めると言ってしまっ
たので、後へ引き下がるわけには行かなくなっていた）  
                    （イディオム辞典）  
e. いくら練習させても上手にならないので、私もとうとう匙を投げた。  
f. 相手があれこれ注文をつけるので、交渉をまとめるのに骨が折れた」  
                        （故慣句辞典）  
 


























































































Fauconnier (1997) はメンタル・スペース理論を提唱し、Fauconnier & Turner 
(2002)では、異なるフレーム 2の対立(clash) を融合(blend) によって説明してい
る。イディオムの変則連結タイプでは語の選択制限違反が起きているので、基本
的に異なるフレームの clash が起きている。変則連結タイプでは、その意味構築
は Lakoff (1987, 1990)、Lakoff & Johnson (1980, 1999)、のメタファーや
Langacker (1993)のメトニミーに関する認知プロセスとは異なるプロセスが関
与していると考えられる。変則連結タイプのイディオムは典型的に概念融合に関
与する。ここで、Fauconnier (1997) の主張を概観する。       
Fauconnier (1997)は、「意味を作り出し、相手に伝え、処理するのは人間だけ
が持つ認知能力であるが、領域間マッピングはその中心にある」
(Fauconnier.1997: 1 坂原他訳 1)、「言語表現 E はそれ自身で意味を持っていない。
言語表現が持っているのは意味ポテンシャル  (meaning potential)であり、意味
は、完全な談話と文脈の中で始めて実際に作られるのである  (Fauconnier.1997: 
37 坂原他訳 47)、「マッピングの機能は、メンタル・スペース（mental space）
を作り、リンクすることである。メンタル・スペースとは思考、会話の進行につ
れて次々に増えていく部分構造である」(Fauconnier.1997: 11 坂原他訳 14)、「メ
ンタル・スペースはフレームや認知モデルによって内部構造を与えられる」
(Fauconnier.1997: 39 坂原他訳 48)と説明し、独自のメンタル・スペース理論を
                                            

















& Turner (1998: 142) はメンタル・スペースについて、「２つの input と総称ス
ペース、融合スペースの存在は最小のネットワークである（中略）他の概念統合








Fauconnier（1997: 168-171 坂原他訳 211-215) はイディオムの例として dig 
one’s own grave をあげて概念融合、創発構造の仕組みを説明しているので、そ
の内容を確認しておく。図４は Fauconnier の説明によるメンタル・スペース間











    
       ＜総称スペース＞ 
墓堀り（間違った行為） 
                          ↓   
死（失敗） 
 
                ＜入力１＞                   ＜入力２＞ 
 
          墓堀り       間違った行為（非意図的）  
墓・墓を掘る人       ↓死（失敗） 
掘る・死・埋葬     因果構造・非意図性 






                 ↓           
墓の存在→死の原因 
                
 
               ＜融合スペース＞ 
                 図 43 


















Fauconnier & Turner (2002: 131)では、このような異なる（しばしば対立
[clash]する）フレームからの構造の両方を融合スペースが引き継ぎ、創発構造を
作るものを Double-Scope Network と呼んでいる。それに対し、Single-Scope 





Fauconnier (1997)、Fauconnier & Turner (1998) ではさらに次の例をあげて 
いる。  
 
                                                                                                                                            




典型的なメタファーを single-scope network、フレームの clash が起こり、融合




（７）a. With each investment you make, you are digging your grave a little 
deeper. (投資をするごとに、あなたは墓穴を尐しずつ深くしている) 
b. The U.S. is in a position to exhume itself from the shallow grave 
that we've dug for ourselves. (合衆国は、我々が自分たちのために
掘った浅い墓から、自分を掘り出すことができる立場にある) 
                (Fauconnier.1997.坂原他訳 214. 228) 



























（８）a. The politician’s speech attacking the government’s plans for industry  
has brought a storm about his ears. (政府の産業計画を攻撃したその政
治家の演説は大きな物議を巻き起こした)             
b. He has always had green fingers, so it is not surprising that they 
have a beautiful garden.（彼は園芸の才の持ち主だから、彼らのうち
の庭が美しいのも不思議ではない）  
c. I can’t trust my typist with any important papers – she has her head 
in the clouds most of the time.（私のタイピストには重要書類はまかせ
られないー彼女は大抵はぼんやりしているんだ）  
       d. After his wife died he began to work longer hours in order to pass  
 the time, but he was really just ploughing the sand.（妻に死なれて  
からというもの、彼は時間をやり過ごすために以前より長時間働くよう  
になった。しかしそれは実際何の効果もなかった）  
e. As he grew older he rested on his laurels and let the younger men 
take over responsibility.（年をとるにつれて彼は自分の過去の業績に
満足し、若手に責任のある仕事を譲った）  
f. The students sweated blood while waiting for the examination 
results.（学生達は試験の結果を待っている間ひやひやしていた）  
                     （イディオム辞典）  
 














可能なものが選択されるので、bring の目的語として storm は変則である。この
ように bring の目的語としての storm の変則性、storm と ears のフレームの対
立から、このイディオムの語構成は意味的に選択制限に違反しており、入力１は
現実世界にない事柄を表している。 
Fauconnier & Turner(2002) が説明するように、異なるフレームが一緒になる
ことで対立 (clash)が起き、融合スペースで概念融合が起こって、新しい創発構
造が出来る。入力１ではフレームの clash が起きていて、各フレームの構造は融


















Fauconnier & Turner (2002) では、融合は２つの input からの構造投射を受
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け取るが、それにも関わらず、融合を組織するフレーム  (organizing frame) は
その input の１つである場合を、Double-Scope Networks with High Asymmetry
と呼んでいるが、この bring a storm about one ’s ears は「耳」のフレームが 組
織フレームとなっているので、Double-Scope Networks with High Asymmetry
に当たると考えられる。   

































何かを覆い隠すイメージがある。この対立する head と cloud から選択的に融合
スペースへ投射が起こり、head の「思考のスキーマ」と、clouds の「覆い隠す





 （８d）の plough the sand というイディオムの構成義は「砂を耕す」であり、 
連合義は「役に立たないことを懸命にする、むだ骨を折る」（イディオム辞典）こ
とである。plough[plow]という動詞は、 ’He plowed over part of his garden and 
made it into a small field. ’（彼は庭の一部を耕して小さな畑を作った）（EDIC）






















 （８e）の rest on one’s laurel というイディオムの構成義は、「～の月桂樹の上
に休む」ことで、連合義は「これまでに得た栄光（成功）に満足する、過去の業
績に安住する」（イディオム辞典）ということである。人は‘spend the whole 






























（９）a. 彼は気鋭の評論家として顔が売れている。  
b. 相手の口車に乗せられて、金を騙しとられた。  
c. 山頂からの長い下りで膝が笑い出し、一歩も歩けなくなった。  
d. 彼女は３０歳になったばかりだなんて、三つも鯖を読んでいる。  
e. 優勝決定戦を前にして、今から血が騒ぐ。  













































































































                                                 (故慣句辞典) 
        b.「お医者様がみんな匙を投げちまってからだって、不思議に助かった
なんて話も・・」  
    c.「『こんな状態では出場して一勝出来れば上出来』と匙をなげた」  









































現が使われているわけではない。Lakoff & Johnson (1980) が主張しているよう
に、「われわれが普段、ものを考えたり行動したりする際に基づいている概念体系























































い」(Gibbs.1994.辻他監訳 297)という。例えば、kick the bucket（死ぬ） とい



















確な動機―例えば、なぜ shoot the breeze が『おしゃべりする』を意味するのに








（２）a. If you mention that delicate subject, you will be skating on very  
thin ice. （その微妙な問題を持ち出すととても危ない橋を渡ることに
なるよ。）  
   b. It’s wonderful to let your hair down at the weekend after you ’ve 
 been working hard all week. （一週間ずっと根を詰めて働いた後週  
末にくつろぐのはとても気分がよい。）  
   c. After years of fighting dishonesty in the government he threw  
in the towel at last and left politics.（政府内の不正と何年にもわ  
たって闘ったが、ついに彼は匙を投げ、政界から足を洗った。）  
                                     （イディオム辞典）  
 






















































                       （日慣句辞典）  
   b.「彼は気鋭の評論家として顔が売れている」  
  c.「彼女は幼いころからピアノを習っているためか、非常に  


















                                            















































ュタルト的意味を構築している（第三章 2.変則連結タイプ参照）。Fauconnier & 
Turner(2002) は、このタイプを Double-Scope Network と呼び、「融合スペース
の組織フレームは対立(clash)する語の両方のフレームを部分的に含む」と述べて
いる。また、彼は「それら（語のフレーム）の鋭い違いは『豊かな対立  (clash)』



















































身体部位「手」、「腕」と hand、arm を含むイディオムの分析を行う。 
 
















（５）a. 「昨日は無理して 10km も走って、足がつった。今日は疲労で足が痛い。」 
   b. 「彼女はほっそりとしていて、きれいな足をしている。」  
   c. 「彼は背が高くてかっこいいね。足も大きい」  
 


































        b. 「京都へ行ったついでに、神戸まで足を延ばして、息子の家を訪ねて
きた」 



























































































































                       （故慣句辞典）  
 

























































    d.「現場に落ちていたハンカチから足が付いた」  























































    c.「四番打者の不調がチームの足を引っ張っている」 
d.「あの男は気が多すぎて、何をやっても足が地に付かない」 



































































    d.「国内大会で敗れ、世界大会進出への足場を失ってしまった」  
        e.「県議会で活躍し、国会議員への足場を固めた」  














































































忚する foot、leg、heel、toe を含む英語のイディオムを考察する。  
 
3.3 ‘foot’, ’leg’, ’heel’, ‘toe’ の意味とスキーマ 




（１２）a. have a sore foot. 
        b. stamp one’s feet. 
        c. sitting with one’s legs crossed. 
        d. She wears shoes with very high heels. 
                       （以上、ジーニアス）  
        e. Ow! I stubbed my toe!. 























 従って、身体的機能を基盤にした foot、leg、heel、toe のスキーマを検証する
と、foot、leg に関しては連動する部分であるので、共通して「移動」、「基盤」の
スキーマを持つと考えられる。また、heel、toe は足の中でより狭い範囲の部分
を指しており、foot、leg ではなく、特定して heel、toe が使われることの意味が














3.4.1 ‘foot’ を含む英語イディオム 
 身体部位 foot (feet) は「足のくるぶし以下の部分」（ジーニアス）を指し、日
本語の「足」よりも狭い範囲を表す。 foot (feet) を含むイディオムの例について
考察する。 
次にあげる（１３）の例はイディオムであるが、それらに含まれる foot (feet) は
いずれも身体部位そのものを表している。 
 
（１３）a. Come in and put your feet up. You’ve been working hard. 
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     （はいってひと休みなさい。働きづめだったのですから）  
        b. Take the weight off your feet a minute while I talk to you.  
     （私が話す間ちょっと座ってくれ）  
        c. He stamped his foot angrily and told me to get out of his room. 
     （彼は腹だたし気に足を踏み鳴らし、部屋から出て行けと私に言った） 
                       （イディオム辞典） 
 

























 （１３a.b.c）はいずれも、在る場面における一部のある行為を表すことによ  
り、同じ領域の隣接するその場面全体またはその場面における主体の感情を表し  





（１４）a. He dragged his feet in the water. 
     （彼は水中で足を引きずった」  
        b. Your firm is dragging its feet over signing this contract. 
     （貴方の会社はこの契約にサインするのを遅らせている）  
        c. There is also considerable evidence that the authorities are 
dragging their heels in stamping down on the sources of explosives.  
（また爆発物の出所を撲滅することについて、当局には熱意がないと
いう証拠もかなりある）   （イディオム辞典） 
 




ろのろ動く、いやいやする」（イディオム辞典）という意味である。feet の代わり  
















（１５）a. You will have to ask Andrew if he will help you to become a member 
of the club; he has already got his foot in the door.（貴方がそのクラ
ブの会員になれるよう助力してくれるかどうかアンドリューに尋ねて
みるべきでしょう。彼はすでに入会しているのだから）  
        b. From today the paying democracy has its foot in the door of 
another hall of privilege-the Royal Academy opens its private 
rooms to the public.   （今日から金を支払う一般庶民が、さらに
もう一つの特権の殿堂に足を踏み入れるー王立美術院が秘蔵の部屋を
公開するのである）  
        c. I may seem old to you young people, but there’s no need to treat me 
as though I had one foot in the grave!  
     （あなた方若い人から見れば私は年よりに見えるかもしれないが、ま
るで棺桶に片足を突っ込んでいるみたいに扱ってもらっては困る）  
                          （イディオム辞典） 
 














抽象的な意味も含まれている。連合義においては、身体部位の foot の状態や形が  
どうという点は問題ではなく、また、ドアに足を挟まれて困っているというよう  
な別の感情的評価を与えているのでもない。ドアの中に入れる foot は移動のため  
の foot であり、foot それ自身が移動のスキーマを持ってイディオム全体の意味に 
大きく貢献していると考えられる。  






であるので、「死」と同じ領域にある grave 自体がメトニミックに「死」を表し  
ている。その grave の中に入れる foot は、grave つまり「死」への抽象的移動を 
表している。死んでしまえば必ずしも足から入る（入れられる）とは限らないが、  
「足を入れる」という表現で抽象的移動を表している。one foot ということは「両 
足」ではない、つまり「片足を入れて、もう一方の足はまだ入っていない」とい  
う過程を表し、「死にかけている」ということになる。ここでの foot は移動のた  




（１６）a. For nearly a quarter-century Paul and his family were barred from 
setting foot on Yugoslav soil.（ほぼ２５年もの間、ポールと家族は
ユーゴの土地に足を踏み入れることを禁じられた）  
        b. I told him never to set foot in my house again. 
     （彼に二度と再び我が家には来るなと言ってやった）  
        c. After weeks of preparation he suddenly got cold feet on the day of 




        d. The government’s representative was a clever speaker and quickly 
swept those who were listening off their feet. （その政府の代表者は
話が巧みで聴衆をたちまち魅きつけた）  
     e. The young girl was swept off her feet by the good-looking stranger.  
     （若い女は美しい顔立ちのその見知らぬ男にたちまち夢中になった）  
    f. She says that she’s run off her feet in her new job and that she 
wishes she’d never left her old one.  （彼女は新しい仕事は目の回る
ような忙しさなので、前の仕事を辞めなければ良かったと思う、と言っ
ている）                  （イディオム辞典）  
 
（１６a.b）のイディオム set foot on [in] の構成的意味は、「～に足を配置す  
る」という意味である。set という動詞は、set the dishes on the table（皿を  
テーブルに並べる）、set guards around him（彼のまわりに護衛を配置する）、 
Six rubies are set in the ring.（６つのルビーがその指輪にはめ込まれている）、  
set rules for the association（会の規定を作る）、set a trap for a hare（ウサ  
ギにわなをしかける）（以上、ジーニアス）のような表現で使われ、何かある場  
所に配置される状態に出来るものを目的語にとる。 foot は配置されるものとして  
は変則であるので、変則連結イディオムである。このイディオムの慣用的意味は、 
「～に入る、～に行く（着く）」（イディオム辞典）という意味である。ここで、  


















 （１６d.e）のイディオム sweep ～off one’s feet の構成的意味は、「足をさら  
う」である。例えば、The huge wave swept me off my feet.（大波に足をさら  
われた）（EDIC）のように通常の表現でも使われるので、自然連結イディオムで  
ある。sweep という動詞は「掃く、掃除する」という意味で、sweep the floor（床 
を掃く）、Volunteers have swept the walk clean.（ボランテイアの人たちが歩道  
をきれいに掃く）、sweep the dust into a dust pan（ごみを掃き集めてちり取り  
に入れる）（以上、ジーニアス）などのように、実際に「掃いてきれいにする」と  











ている。やはり feet には移動のスキーマが付与されていると考えられる。  
 （１６f）のイディオム run [rush] ～off one’s feet [legs] について考える。run  
off とは「逃げる、（急いで）去る、～からはみ出る」（ジーニアス）のような意味  
がある。run off the rails とは「（列車などが）脱線する、（転じて）はめをはず  
す、常軌を逸する」（EDIC）ことを意味する。また、You don’t need to run off so  




味で使われる。さらに、run off someone(something)は「追い払う、追いやる」  
（EDIC）の意味で、Seeing some boys loitering in front of his store, the 
 storekeeper came out and ran them off.（何人かの尐年が店の前でぶらぶらし  
ているのを見て，店の主人は表に出て追い払った）（EDIC）のような文で使われ  
る。off は「何か（どこか）から離れる」ことを意味している。feet は、「離れる」 
または「追い払う」対象としては変則であるので、このイディオムは変則連結イ 
ディオムである。このイディオムの慣用的意味は、「（人に）忙しい思いをさせ  
る、～を休まず働かせる」（イディオム辞典）ことである。また、run off at the  
mouth という表現が「（くだらないことを）べらべらしゃべる、しゃべりまくる」 
（EDIC）という意味で使われることをみると、run off は口でもできるというこ  
とで、「口で急ぐ」、つまり「べらべらしゃべる」ということになる。ここでは  
at the mouth と前置詞 at が付随しており、mouth は run off の目的語にはなっ  





（１７）a. I don’t like driving fast, so I get really afraid when he puts his foot 
down.  （私はスピード運転が好きではないので、彼がアクセ 
ルを踏むとき本当にこわくなる）  
       b. When are they going to let Matt put his foot down and bring the 
twins back where they belong?  （彼らはいつマットに断固とした
態度をとらせて、双子を本来の家に取り戻させるのだろうか）  
                         （イディオム辞典）  
 


















 以上、foot (feet) が移動の意味を含意するイディオムを中心に考察したが、 
foot (feet) が移動とは異なる意味やスキーマを持っている場合がある。次の例  
を見てみる。  
 
（１８）a. Merfyn Turner, you have had years of experience with people 
coming out of prison and helping them to find their feet again. 
      （マーフィン・ターナーさん、貴方は出所してきた人達の面倒を見て、  
再び自立してやっていけるよう手を貸してあげてきた長年の経験
があります）  
         b. I wanted them to go to play-school for a lot of reasons….To help 
them to learn to leave me…to accept a teacher ’s guidance …to find 
their feet in a crowd. （私は多くの理由から彼らを保育所に通わせ
たかった・・・私から離れ、・・先生の言いつけを聞き・・集団の中
で一人立ちできるようにさせるために）  
     c. The only way to make sure of one’s own gain in an argument is to 
have a foot in both camps.  （ある議論で自分自身の得を確かにす
る唯一の方法は、両方に組することである）  
         d. Other people dream of thing they will never have, but she has her 
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feet planted firmly on the ground. （他の人々は手に入りそうにな
いことを夢見るが、彼女はしっかりと現実に根ざしている）  
e. He decided to leave home as soon as he had enough money to 
stand on his own legs. （彼は自立してやっていけるだけの金が出
来たらすぐ家を出ようと決心した）  
         f. ‘Always’ said my mother , ‘make sure you can stand on your own 
two feet.’ （『いつでも』私の母は言った、『自活できるようにしっ
かりと準備しておきなさい』）      （イディオム辞典）  
 
 （１８a.b）のイディオム find [feel] one’s feet [legs] を考えてみる。find と  
いう動詞は「見つける、発見する、わかる、気づく」などという意味で使われ  





ある。ここでの feet (legs)の意味を考えてみる。構成義「自分の足を見つける（感 
じる）」における feet (legs)は、移動のための feet (legs) ではない。「（移動のた  
めの）足を見つけてどこかに行く（移動する）」という意味ではない。ここでの  




では feet (legs) が身体部位の「足」を意味するというより、feet (legs)が「基盤」 
のスキーマを持ち、イディオム全体の意味の大きな動機づけになっている。また、  

















次に（１８d）の have[keep] one’s feet planted[set] firmly on the ground を  
考えてみる。このイディオムの構成義は、「～の足をしっかりと地面に置いて 
おく」という意味である。plant は ‘plant cabbages in the garden ’ （庭にキャ 
ベツを植え付ける）（ジーニアス）のように「植え付ける」という意味で使われ  
るが、また、’plant one’s foot on the ladder’（はしごにしっかり足をかける）や、’I 










feet は、身体部位の「足」そのものを表しているというより、「基盤」の意味が  
含まれており、feet に「基盤」のスキーマが付与されていると考えられる。 feet 
が特別な意味、スキーマを持っているのである。  

















（１９）a. Their relationship started off on the right foot. 
     （彼らの関係は順調に始まった）  
        b. I started off on the wrong foot with him. 
     （彼との関係はまずい印象を与える形で始まった） 
      c. I’m glad about the roses …They made me think we were starting 
the day on the right foot.’  （私はバラを見ると嬉しくなる・・バラ
を見ると今日もまた順調な日が送れそうだという気になった）  
        d. I’d lend you as much as you wanted, but I’m afraid you’ve  caught 
me on the wrong foot- I’ve left all my money at home. （お望みだ
けお貸ししたいのですが、何しろ不意なことだったものですからーお
金は全部家においてきたんです） 
        e.  …he seems never to have put a foot wrong. He has never made a 
social error of any kind. （彼はしくじったことなどないように見え
る。いかなる種類の社交上の過ちも犯したことがない）  





   f. He works very well when he’s by himself, but if he knows that he’s being 
watched he can’t put a foot right. （彼は一人のときは仕事振りがい
いが、見られているのを意識すると、間違いをしでかす）  
                           （イディオム辞典） 
 
 (1９a-f)を考えてみる。これらのイディオムでは、いずれも right または   
wrong という言葉を含んでおり、right は「順調な」とか、wrong は「まずい」  
というような価値判断の意味を含んでいる。（１９a.b.c）の start (off) on the 








につながるメタファー関係である。start (off)という動詞（句）が移動、または抽  
象的移動を表しているので、「始まる」とか「送れる」というような時間的な移動  
の意味が出てくる。on the right[wrong] foot は の「順調（不調）に」という意  
味を表しているが、foot はどのような意味を持っているのかを考えてみる。「正し  
い（間違った）」というのは物事に対する話者の価値判断であるが、「正しい（間  
違った）足で」というのは、「（物事の始め方が）正しいやり方で、正しい基盤に  




基づいて」、「まずい」始まりをすることになる。 foot は「基盤」のスキーマを持  
ち、イディオム全体の意味の動機づけとなっている。 


















wrong という語に話者の価値判断が表れているが、foot はやはり「基盤」を表し  
ている。「間違った基盤」がミスにつながることになる。（１９f）のイディオムの 
構成義「足を正しく置く」ことは物事を正しく、順調に進めることにつながる。 




（２０）a. It is strange to think how willingly we sat at the feet of that man 
when we were young- how old-fashioned his ideas seem now!  
     （私達が若い頃喜んであの人に教えを受けたことを思うと不思議だー
今では彼の思想が何と古めかしく見えることか）  
        b. He threw himself at the feet of his former employer and asked if he 
could have his old job back.  
     （彼はおそるおそるもとの雇い主のところに出かけて、前の仕事をも
う一度やらせてもらえるかどうか尋ねてみた）  
                       （イディオム辞典） 
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  （２０a）の sit at someone’s feet の構成義は、「誰かの足のところにすわる」 
















 以上、foot (feet) を含む英語のイディオムについて考察したが、この中には 
foot (feet)の代わりに leg または heel が使われるものがある。例えば、drag one’s  
feet[heel] はどちらも使われる。これは、「足を引きずる」の「足」の部分が、  
くるぶしから先の foot の部分であると同時に heel の部分も含まれるのでどちら  
も使われると考えられる。また他には、run[rush]～off his feet[legs]、find one’s  
feet[legs]、stand on one’s own (two) feet[legs] 、take[get] the weight off one ’s  
feet[legs] などがある。run[rush]～off his feet[legs] の feet は移動表す feet で、 
移動の際にはもちろんくるぶしから先だけでなく、 leg 全体が関係するのでどち  
らも使われる。また、find one’s feet[legs] と stand on one’s own (two) feet[legs]  
においては、feet は「しっかりと大地に立つ（接触する）基盤の足」を表し、立  
つ際には leg 全体が関係するのでどちらも使われる。take[get] the weight off  
one’s feet[legs] においては「足の上の重荷をとる」ということで、胴体を表すが、  











 （２１）a. He is 83, but he is very steady on his legs. 
     （彼は８３歳だが、足取りはしっかりしている）  
         b. My legs are sore because I was standing all day long. 
     （私は一日中立っていたので、私は脚がだるい）  
         c. She has stubby legs. 
           (彼女は脚が太い) 
         d. This hiking course is for people with strong legs. 
           (このハイキングコースは健脚向きです ) 
         e. My grandmother ’s legs have gotten weak recently, so she rarely 
goes out for a walk. （この頃祖母は脚が弱くなって、なかなか散歩














 （２２）a. I’m sorry that I’m late- I missed the bus and I had to leg it. 
     （遅れてごめんなさいーバスに乗り遅れて、歩いてきたものですから） 
          b. Shake a leg there ! We’ll never finish if you don’t hurry up.  
     （おいさっさとやれよ。君が急いでくれないと皆終われないんだから） 
        c. Come on now, they’re playing your favourite tune, let’s shake a 
leg !  （さあ、貴方の好きな曲をやってるよ。踊りましょう）  
          d. The train stopped for 20 minutes at the next station, so we were 
able to stretch our legs and enjoy the good weather. （列車は次  
の駅で 20 分停車したので、私達は尐し歩いて良い天気を楽しむこ
とができた）            （イディオム辞典）  
          
 （２２a）の leg it は身体部位の leg を動詞として使ったもので、 leg の機能  
として最も典型的な「歩く」こと、さらに「急いで立ちさる、逃げる」（イディオ 
ム辞典）ことを意味する。この leg は身体部位の脚を指すが、身体部位 leg が表  
す動作が「歩く、急いで立ち去る」という意味を表すことは、 leg が「移動」の  
スキーマを持ち、それ自体が移動の動作を表していると考えられる。  





体の行為を表すメトニミー表現である。ここで、leg は動くための道具であり、「移  
動」を含意している。  













た。英語の stretch という動詞は、基本的に「手足や体、または物を長く伸ばす」 
ことを意味している。例えば、 ’ Stretch your legs out and make yourself  
comfortable.’（ どうぞひざを崩して、楽にしてください）や、 ’I stretched the  
bent wire straight.’ （曲がった針金をまっすぐに伸ばした）などのように使わ  
れる。しかし、一方で、 ’The desert stretched away as far as the eye could see. ’ 
 （見渡すかぎり砂漠が広がっていた）とか、’The company decided to stretch the  




 one’s legs は「足を（長く）伸ばす」という意味であると同時に、leg が「移動」 
の意味を持ち、移動の範囲を広げる、すなわち「歩く、散歩する」という意味を  
表すとも考えられる。leg は移動の道具であり、「移動」のスキーマを持っている  
と考えられる。  




 （２３）a. After the results of the test had shown that his plan would not 
work, he hadn’t a leg to stand on..（試してみた結果彼の計画がうま
く行かないと分かって、彼は主張の論拠を失った）  
         b. Many people have phoned in to report seeing the kangaroo..’We 
thought people were pulling our legs when they first reported 






         c. He had to suffer a great deal of leg-pulling from his friends 
because he had a new girlfriend. (新しいガールフレンドが出来たの
で彼は友達にさんざんからかわれるはめになった) 
         d. You have to learn to tolerate a few leg-pulls without getting 
annoyed. （尐しくらいからかわれても腹を立てずに大目に見るこ
とができるようにならなければ駄目ですよ）  
         e. He’s offered me twice as much money as I’m earning here.―Pull 
the other one, John. He’s told me himself that he’s dismissing 
workers, not employing new ones. （彼はここの給料の２倍は出すっ  
て言うんだ－冗談じゃないよ、ジョン。僕は彼自身の口から、従業員
を解雇して新しく人は雇わないつもりだと聞かされたよ）  
         f. ‘Godspell’ was on its last legs until the influx of tourists postponed 
its demise until October…（『ゴドスペル』は公演を中止せざるを
得ない所まで追い込まれていたが、観光客が押し寄せてきたので 10
月まで持ちこたえた・・）     （イディオム辞典）  
 









ーが関与して連合義につながっている。ここで、構成義の leg は「拠り所、根拠、 
基盤」を表しており、leg が基盤のスキーマを持ってイディオム全体の意味の動 
機づけになっていると考えられる。 









っ張る」という慣用句がある。構成義は同じであるが、連合義は、pull someone’s  




る。pull someone’s leg の連合義は構成義とメタファー関係にあるが、 leg は移  
動の脚ではなく基盤となる脚を表している。「足を引っ張られ」て、何か移動に  
関連する支障が出るということではなく、「基盤を失って人の意のままになる」  
というような意味につながるのであり、 leg が基盤のスキーマを持っていると考  
えることができる。  
 （２３c）の leg-pulling や（２３d）の leg-pull は pull someone’s leg の変形  
で名詞化されたものである。leg-pulling は「からかうこと、一杯食わせること」 
を意味し、leg-pull は「冗談、からかい」（以上、イディオム辞典）を意味する。  
ここでの leg も移動に関連したものではなく、基盤の意を含意する。  
（２３e）のイディオムは pull someone’s leg と関連したものである。pull 
someone’s leg の構成義「誰かの脚を引っ張る」ことがメタファー写像で「（人  
を）からかう、かつぐ」（イディオム辞典）という連合義をもつことから、pull the  




pull the other leg の the other とは、「（そっちではなく）もう一方の」とい  
うことで、pull someone’s leg、つまり片方の脚を引っ張ること、からかうこと、 
基盤を揺るがすことが上手くいかないことを含意している。ここでは leg の代わ  
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りに代名詞の one が使われているが、これは pull someone’s leg を前提として leg 
指している。leg はやはり基盤を表しており、「（そっちのやり方で）基盤を揺  
るがすのではなく、別のやり方で基盤を揺るがしてからかったら」ということを  
促しており、連合義は「からかうな」ということになる。 












 以上、leg を含むイディオムを考察したが、foot と leg のどちらも使えるイデ 
ィオムがあるので、確認する。 
 
 （２４）Don’t worry too much about the examination. Just put your best 
foot[leg] forward and do what you can! （試験のことをあまり心配
するな。全力を尽くしてできるだけのことをすれば良い）  
                       （イディオム辞典） 
 




と同じように、この leg[foot]は能力を意味しており、best foot[leg]とは、「最高  
の能力」という意味である。すでに考察したイディオムの中で、find[feel] one ’s  
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feet[legs] （独り立ちする）、run[rush]～off his feet[legs]（忙しい思いをさせ  
る）、stand on one’s own(two) feet[legs] （自立する）、take[get] the weight off 
 one’s feet[legs]（腰をおろす）などは foot と leg のどちらも使えるイディオムで 
ある。leg が脚の付け根から下の脚全体という広い部分を指すのに対し、 foot は  
くるぶしから先の狭い範囲の脚を指し、特に立つ際に大地に接触する部分を指す。 
この違いがイディオムにおける foot と leg の使い分けに関連しているように思わ  
れる。foot は leg の一部であり、脚全体は連動するので、機能は重複する。従っ  
て、いずれも移動や基盤のスキーマを持つが、それに加えて leg は、「脚の力」  
が行動や活動の力に関係することから、力や強さを含む「能力」のスキーマを持  
つと考えられる。find[feel] one’s feet[legs] や stand on one’s own(two) feet[legs]  
はその例である。「基盤」に加えて「能力」という意味も含意する。次に、heel,  
toe を含むイディオムを考える。  
 
3.4.3  ‘heel’ , ‘toe’ を含む英語イディオム 
 heel とは、足の「踵」の部分をさし、また toe は「足の指、つま先」をさす。 
次のイディオムを見てみる。 
  
（２５）a. I had to kick my heels for nearly two hours before I could see the 
boss.（２時間近くも待ちぼうけを食った後でようやく社長に会えた） 
  b. I took two weeks for my holidays last year and had a pleasant time  
kicking up my heels around the beaches of Majorca.（昨年は 2 週間 
の休暇をとって、マジョルカの海岸のあちこちで思う存分楽しく過ご  
した）  
        c. The criminal quickly showed the police a clean pair of heels when 
 they found him with the stolen car.（盗難車に乗っているところを警  
察に見つかると、その犯人は一目散に逃げた）  






























heel は身体部位の「踵」である。次の例を見てみる。  
 
（２６）a. He was always a naughty child but he had to learn to come to heel 
when he went to school. （彼はいつも手に負えない子供だったが、
学校に行くとおとなしくせざるを得なかった）  
        b. The people had been under the heel of their conquerors for so long 
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 that many of them had forgotten what freedom was.（国民は征服者  
達にあまりにも長い間虐げられてきたので、多くの者は自由とはどう  
いうものかを忘れていた）  
       c. Mr. Heath’s associates are emphatic that he will not go quietly.  




      d. The little boy dug his heels in and refused to go to the doctor with 
 his mother.（その小さな男の子は頑として母親と一緒に医者に行く  
ことを拒絶した）           （イディオム辞典）  
 
（２６a）の come to heel というイディオムの構成義は「踵に来る」である。 













（２６b）のイディオムにおける heel も同様の意味を表している。under the 








けている。（２６a）で、「来る」場所として変則な heel の所に来ることは「（何  
らかの）権力のところに来る、従う」ことを表している。（２６b）では under 
とあるので、「（権力の）下に服従」という事になる。  
 （２６c,d）の dig one’s heels in というイディオムの構成義は「～に踵を掘る 
（突っ込む）」という意味である。dig という動詞は「掘る」という意味で、dig  
the ground（地面を掘る）、dig a tunnel through the hill（丘を掘り抜いてトン  
ネルを作る）、dig potatoes（ジャガイモを掘り出す）、dig a fork into a pie（パ  
イにフォークを突き刺す）（以上、ジーニアス）のように使われ、dig の目的語  
は、ground のように「掘る対象」であったり、tunnel のように「掘って出来た  
もの」であったり、potatoes のように「掘り起こして出てきたもの」であったり、  
また pie の中に突き刺す fork であったりする。  このイディオムの構成義では、 
heel は fork のように「突き刺すもの」という事になるが、突き刺すものとして  
は変則であるので変則連結イディオムである。連合義は「頑として動かない、自 
分の立場（主張など）を固く守る、強情（頑固）である」（イディオム辞典）と 
いう意味である。heel は身体の一番下にある足の、大地にしっかりと立つ時力の  
入るところで、立つ人の意志が伝わるところである。人を力ずくで引っぱって行  
こうとしても、踵を引きずられると動かしにくい。「どこかに踵を突き刺す」と  
いうことは、その意志を通すことになり、heel には「強い意志・主張」のスキー  
マが付与されていると思われる。drag one’s feet （いやいやする）というイディ 
オムで、feet の代わりに heel が使われることがあるのも、heel に「意志・主張」 
の意味が含まれているからである。  
 （２６a,b）では heel に「権力に対する服従」のスキーマが付与され、  
（２６c,d）では heel に「強い意志・主張」のスキーマが付与されている。heel 
は foot や leg よりも狭い範囲を示す身体部位で、heel に特定される機能も限られ  
ている。heel には foot や leg とは別の特別な意味が込められていると考えられる。 




（２７） a. I hope to see my grandchildren in Australia before I turn up my 
toes.（おだぶつになる前にオーストラリアにいる孫に会いたいもの
だ）  
         b. I hope I’m not treading on any teacher ’s toes by complaining 
about our educational system.（私がわが国の教育制度について不満
を述べることで誰か先生の感情を害していなければ良いのですが）  
         c. Our new boss is determined to keep us all on our toes.（今度の社
長は我々全員に気を張り詰めておこうと決意している）  
                       （イディオム辞典） 
 
























 （２７b,c）のイディオムにおいて、toe は foot や leg にない意味を含意してお
り、toe は「痛いところ、弱い所」で、「精神の集中」を要するところで、「神
経、精神の集中」のスキーマが付与されていると考えられる。  
 以上、heel と toe を含むイディオムの例を見たが、より狭い範囲を表す heel と
toe には foot や leg には無い特定の意味やスキーマが付与されている。  
 
4. 「手」、「腕」versus ‘ hand ‘、 ‘arm’ 
































                    
 
「行う」機能      「持つ」機能  「手をつなぐ」機能   
   ↓           ↓        ↓ 
行為のスキーマ 所有のスキーマ 関係のスキーマ 
（スーパースキーマ）  （スーパースキーマ）  （スーパースキーマ） 
 
 
労力・労働の      
スキーマ        
 
             
 
仕事の（処理）能力  策のスキーマ  態度・扱いのスキーマ 


































 （２８）a.「次期部長にと思っていた彼が公金を持ち逃げするとは、飼い犬に手  
を噛まれたようなものだ」  
        b.「難民に救いの手を差し伸べる」  
c.「上手い事を言って仕事を押し付けようとしても、その手には乗ら 
ないよ」 

























































       b.「相場に手を出して失敗した」 
       c.「八方手を尽くして探したが，見付からなかった」 

































    
（３０） a.「警備の手を緩めたとたんに同じ手口でやられてしまった」 
       b.「手を抜いた、いい加減な工事が事故の原因となったようだ」 
       c.「それぐらいのことは、人の手を借りないで自分でやりなさい」 
       d.「手をかけた料理はやはり美味しい」 
       e.「お忙しいところをお手を煩わしてすみません」 















































     b.「この子はいたずらで、手に負えない」 
       c.「今のうちに何か手を打たないと事態はますます悪化する」 
       d.「本心を探ろうとしても、なかなか手の内を見せない」 
                         （故慣句辞典） 
















































      b. 「あなたは大人で、仕事を持ち、健康でもある。まずは自分が手に 
しているものをちゃんと評価してあげませんか」 
         c.「盗まれた絵はすでに画商の手に渡っていた」 











































（３３） a.「アジア大陸に侵略の手を延ばす」  
         b.「最近はデパートが観光事業にまで手を広げてきた」 










































     b.「財産と手を握って私腹を肥やす」 
        c.「愛人と手を切る」 
















































































4.4  ‘ hand ‘ 、 ‘arm ‘の意味とスキーマ  






















「行う」機能    「持つ」機能    「手をつなぐ」機能 
   ↓       ↓         ↓ 
行為のスキーマ 所有のスキーマ 関係のスキーマ 
（スーパースキーマ）  （スーパースキーマ） （スーパースキーマ） 
 
           
           
           
 
                    
           策のスキーマ 
 
 
図２＜hand の持つスキーマ＞  
 




4.5  ‘ hand ‘ を含む英語イディオム 
 身体部位 hand を含む英語イディオムを見てみる。 
 
（３６）a. ‘ If, of course, you’re going to regard every suggestion I make as a  
criticism,’ he said…’ then I wash my hands of the whole matter.’  














       b. Shankly said yesterday, ‘I have always been willing to give a hand to  




   c. It was thought that the Provos intended to burn the Maze and launch  
street riots…But Prove chiefs decided to stay their hand until  




                     （イディオム辞典）  
 



























止める」ことは「行為を控える」ことを意味している。つまり hand は「行為を 
行う手」であり、「行為のスキーマ」が付与されてイディオム全体の意味構築に 
貢献していると考えられる。 








（３７）a.‘If only he could keep his hands off other people’s ladders he would  
be a perfectly normal member of society.’ (Punch) （「彼が他人の  
出生の邪魔さえしなければ、申し分なく正常な社会人なのだが」）  
b.  After he husband died, she set her hand to the job of putting his  
business affairs in order. （夫の死後彼女は夫の商売上の業務の整  
理にとりかかった）  
c. For their manager…also has an interest in the family potato  
business. And the group are always willing to lend a hand. 





d. ‘ I’ve got my hands full,’ I said. ‘ I’m much obliged but I couldn’t  
take on any more work.’ (F. Scott Fitzgerald) （「今は手がふさがっ  
ています」と私は言った。「大変あり難いんですけれど、とてもこれ以  
上仕事は引き受けられません」）        
                 （イディオム辞典） 
 











 （３７b）の set one’s hand to~ の構成的意味は「～に～の手を配置、設定す  
る」である。set の代わりに turn, put も使われる。  set という動詞は set the  
dishes on the table（皿をテーブルの上に並べる）、set a trap for a hare（ウサ  
ギに罠を仕掛ける）（ジーニアス）のような表現で使われ、何かある場所に配置  












 （３７c）の lend a hand の構成的意味は「手を貸す」という意味で、身体部位 
hand は「貸す」物としては変則であるので変則連結イディオムである。「貸す」 




ている。つまり「労力・労働を貸す」ということである。hand は「労力・労働  
のスキーマ」を持ちイディオム全体の意味構築に貢献している。 












 このように「行為のスキーマ」は広く「人が行う行為」を意味するが、より特  
定の「労力・労働のスキーマ」を付与されているものもある。次の例を見てみる。  
 
（３８）a. We were both trying to get the same job, but John had the better  
chance because he had strengthened his hand by becoming  





b.‘Look, Robin, I’m an old hand at this game, this isn’t my first  
setback and God knows it won’t be my last …（Punch）（いいかロビ  
ン、俺はこの仕事にかけては古顔なんだ。これが初めての敗北でもな  
ければ、誓ってもいいが最後でもあるまい）  
c. I did a little modelling and tried my hand at composition. (Joyce  
Cary) （私は彫塑を尐々やりましたし作曲も試みました）  
                        （イディオム辞典） 
 
 （３８a）の strengthen one ’s hand の構成的意味は「～の手を強くする」で  










 （３８b）の an old hand は名詞句であるが、hand が重要な意味を持っている  
ものである。構成的意味は「古い手」であるが、an old man が「老人」を表す  
なら an old hand は「老人の手」と考えれば解釈可能である。自然連結イディオ 
ムと考える。連合義は「（ある仕事・活動領域などでの）熟練家、ベテラン、古  




なる。I’m という人の述部になっていることからも人の事を表していることがわ  




 （３８c）の try one’s hand の構成的意味は「～の手を試す」である。try とい  
う動詞は、try one’s strength（力を試してみる）、I tried the door, and it was  
locked.（ドアが開くかどうか試してみたが、かぎがかかっていた）（ジーニアス） 
のような文で使われ、いろいろな目的語をとり、広い意味で「試す」という意味  
で使われる。従って hand も試す対象としては考えられ得るので自然連結イディ 
オムである。しかし、ここで「試される」hand は身体部位「手」というよりも  
「手が行う仕事の技量・能力」を表している。（３８c）の文では、「作曲の技量  
を試してみた」ということである。hand は「技量・能力のスキーマ」を付与さ  
れてイディオム全体の意味の動機付けとなっている。さらに次の例を見てみる。  
 
（３９）a. By leading his men into a valley without another way out, the  
general played (right) into the enemy’s hands. （部下達を他に出口  
の無い谷に連れ込んで、将軍は（まさに）敵の思う壺にはまりこんだ） 
b. The man walked into the bank and immediately showed his hand  
by drawing a gun. （男は銀行に入っていくと拳銃を抜いてすぐに正  
体を見せた）             
（イディオム辞典） 
 
（３９a）の play into someone’s hands の構成的意味は「～の手の中に遊んで
入る」となる。play という動詞は「遊ぶ、戯れる、競技する、演奏する、芝居を
する」（ジーニアス）などの意味を表し、play with dolls（人形で遊ぶ）、play in 
an orchestra（オーケストラで演奏する）、play to a large audience（大入りの観

























（４０）a. There was a monumental family row. Fred Young came the heavy  
hand…and forbade Graham to bring such things into the house.  
(The Sun) （家族内にとてつもない内輪もめが起こった。フレッド・ 
ヤングは高飛車な態度をとって・・グラハムにそのようなものは家に  
持ち込まないようにと言い渡した）  
b. He acted with a (very) high hand in this matter, without even  
asking for anyone else’s opinion. （彼はこの件では（ひどく）高飛  
車な態度に出て他人の意見を聞こうともしなかった）  
c.They have always treated us with an open hand so we must be  
generous in return. （彼らはいつも私達を惜し気無くもてなしてくれ  
たから、お返しに私達も気前良くしなければならない）  
                      （イディオム辞典） 
 




















（４０c）の with an open hand とは「気前良く」（イディオム辞典）という連



















（４１）a. That house has changed hands several times in the last few months.  
（あの家は過去数ケ月の間に何度か所有者が変わった）  
      b. You’ll find you’ll have much more money  in hand than expected so  
you’ll probably set out on a shopping spree…(horoscope, Woman) 
（思ったよりずっと多くの金が手元に残っている事が分かって、あなたは  
おそらくしたい放題の買い物に出かけることになるでしょう）  
                    （イディオム辞典） 
 
（４１a）の change hands の構成的意味は「手を変える」ということである。
change という動詞は、change one dress for another（服を別の服と交換する）、
change the sheets（シーツを変える）、change one’s dress（服を着替える）、Is there 




う意味である。つまりここで身体部位 hands は「所有者」を表しており、hand が
「所有する人」を表すといういうことは hand は「所有のスキーマ」を付与されて
いると考えられる。hand はイディオム全体の意味の動機づけとなっている。 











 また hand が「所有のスキーマ」に関連して、さらに特定の意味を持つ場合があ
る。次の例を見てみる。 
 
（４２）a. This garage is excellent – your car will be in good hands. （この修  
理工場はすばらしいーあなたの車もよく見てもらえるでしょう）  
b. The Ferris twins had been terrible handfuls…But now that they  
were off my hands I knew I was going to miss the little devils.  
(Woman) （フェリス家の双子はひどく手がかかったものだった・・  
しかし２人が私の手から離れるとあのいたずらっ子たちがいなくて寂  
しいのもわかっていた）  
c. ‘ I thought I’d better take things in hand. I’m afraid the walls are 
 rather discoloured where we’ve taken the monstrosities away, but  
when it gets dark and you’ve got nothing but candlelight that won’t  




d. Firstly, ….they must keep the media as far as possible out of the  
hands of power-thirsty politician. (The Listener)（ 第一に・・彼ら  
は報道機関を、権力に飢えた政治屋達の手からできるだけ遠くに離し  
ておかなければならない）  
                    （イディオム辞典） 
 






















（４２c）の take ~ in hand とは「～を手の中にとる」という構成義である。  
この表現は Taking pen in hand, I wrote a letter to the editor, protesting the  






話、管理などを引きうける」ことを意味している。すなわち hand は「世話・管  
理をする手」を意味しており、hand に「世話・管理のスキーマ」が付与されて  
いる。  
 （４２d）の out of someone ’s hands とは「誰かの手のそとにあって」という構
成義を持つ。out of ~という表現は、Don't put your head out of the train window.
（列車の窓から首を出さないように）、They pushed the car out of the mud. 















 このように hand は「所有のスキーマ」に関連して「支配・管理のスキーマ」、
「世話のスキーマ」などを付与されている場合がある。 
 
4.5.3 「関係のスキーマ」  




（４３）a. His love of music goes hand in hand with a great ability to teach it.  
（彼の音楽を愛する気持ちは音楽を教えるすぐれた能力と密接に結びつ  
いている）  
b. You must be stupid if you expect me to believe you. Why, if you had  




c. They have offered my brother a job in a factory but he refuse to soil  




                                     （イディオム辞典） 
 
（４３a）の go hand in hand の連合義は「事が相伴っている、密接な関係があ
る、結びついている」（イディオム辞典）という意味である。hand in hand とは、







（４３b）の have a hand in の連合義は「（特に悪い）事に手を出している（手  
を付ける）、～に関係している（する）、（計画・活動など）に一枚加わっている（加  
わる）」（イディオム辞典）という意味を表す。構成義は「～の中に手を持つ」  
で hand は「～の中に」のような場所に持つものとしては変則であるので、変則  
連結イディオムである。ここで「手を持つ」とは「手を出している、関係してい 

















4.6  ‘ arm ‘を含む英語イディオム 




（４４）a. The doctor decided to chance his arm and try to write a book on 
medicine. （医者は冒険ではあるが医学書を書いてみようと決心した） 
b. That new car must have cost (him) an arm and a leg. （あの新車を  
買うのに彼は大金をはたいたに違いない）  
                  （イディオム辞典） 
 
 （４４a）の chance one’s arm の連合義は「（特に、初めての事を）思い切っ  
て一か八かやってみる、（失敗覚悟で）あえてやる、冒険をする」（イディオム辞 
典）という意味である。chance という動詞は「～を運任せにやってみる」（ジー 








 （４４b）の cost an arm and a leg の連合義は「（物事が）（人に）多額の金  
が掛かる、法外な出費となる、散在させる」（イディオム辞典）という意味であ 
る。構成義は「腕と足が（費用として）かかる」という意味であり、これは現実  
にない事柄であるので変則連結イディオムである。ここで an arm and a leg は「法 
外な出費」を表しており、「腕１本と足１本が必要なくらい大変な出費」という 
意味である。類似した表現に charge an arm and a leg（人に多額の金を支払わせ  
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る、法外な金を請求する）（イディオム辞典）があり、やはり an arm and a leg 
は「多額の金」を意味している。このようにスキーマとは違う誇張的な意味で使 
われることもある。 




 本章では、「足」を含む日本語慣用句、foot, leg, heel, toe を含む英語イディオ
ムにおいて、「足」や foot, leg, heel, toe などの語がどのような意味やスキーマ
を持ち、イディオム全体の意味にどのような動機づけを行っているかを見た。ま














































 日英語イディオムにおける「足」、foot、leg、heel、toe、「手」、「腕」、  
hand、 arm のスキーマをまとめる。「足」、foot、leg は「移動の手段」であり、  
「移動のスキーマ」を持つ。移動には空間的移動と抽象的移動がある。また「足」、  
foot、leg は大地にしっかりと立つ時の重要な道具であり、「基盤のスキーマ」を  









 日本語慣用句  英語イディオム  
移動のスキーマ  
（空間移動）  
足が重い / 足を奪われる / 足
に任せる / 足が遠のく / 足を
延ばす/ 足が向く/ 足を運ぶ 
set foot on[in]/ leg it/ stretch 
one’s leg/ run[rush] ~off one ’s 
feet[legs]/ shake a leg  
移動のスキーマ  
（抽象的移動）  
足が早い / 足踏みする / 足を
入れる / 足並みが揃う / 足を
洗う/ 足が付く 
drag one’s feet/ have one foot 
in the grave/ sweep~ off one ’s 
feet/ have one foot in the door/ 
get cold feet 
基盤のスキーマ  足を掬う（掬われる）/ 足が
地に付かない / 足を引っ張
る / 足下に付け込む / 足下に
火が付く/ 足場を失う / 足下
を見られる / 足場を固める  
find[feel] one’s feet[legs]/ have 
[keep]one’s feet planted [set] 
firmly on the ground/ stand on 
one’s own (two) feet[legs]/ 
start (off) on the right [wrong] 
foot/ not have a leg to stand 
on/ pull someone ’s leg/ pull the 
other leg/ have[keep] a foot in 
both camps 
能力のスキーマ   on one’s last legs 
権力に対する  
服従のスキーマ  
 come to heel/ under the heel of 
(under someon’s heel) 
強い意志・主張   dig one’s heels in 
精神の集中   tread on someone’s toes/ on 
one’s toes 
表１ 日英語イディオムにおいて「足」、foot、  leg 、 
heel 、toe が持つスキーマ 
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stay one’s hand/ keep one ’s 




/ 手をかける / 手を煩
わす 
give a hand to~/ lend a hand/  





strengthen one’s hand 
策のスキーマ  手に乗る / 手を打つ / 
手の内を見せる  
play into someone’s hands/  
show one’s hand 
態度・扱いの  
スキーマ 
手を緩める  come the heavy hand/ with a 




/ 手に渡る   





る / 手を離れる  
in good hands/ off one ’s hands/  




手を結ぶ/ 手を握る/  
手を切る 
wash one’s hands of~/ go hand 
in hand/ have a hand in/  




/ 腕を鳴らす  
an old hand/ try one’s hand/  
chance one’s arm 
法外  cost an arm and a leg/  










toe はそれぞれ意味やスキーマの範囲を持っている。 foot、leg は「移動のスキー  
マ」、「基盤のスキーマ」を共有し、また leg は脚力から転じて「能力のスキ  
ーマ」を持つ。さらに、heel は「権力に対する服従のスキーマ」、「強い意志・ 
主張のスキーマ」を持ち、toe は「精神の集中のスキーマ」を持つ。このように、  
日本語慣用句の「足」と英語イディオムにおける foot、leg、heel、toe は語彙の  
使い分けが異なっている。  






 身体部位「手」と hand、「腕」と arm は示される身体部位がほぼ一致してい 
る。また日本語慣用句と英語イディオムにおいて使用されている「手」と hand、 





































知言語学的立場とは、言語の意味を概念（Lakoff & Johnson 1980）と捉える立 
場で、言語の意味は認識された外界をカテゴリー化（categorization）したもの 

















































































メタファーは共通の抽象概念スキーマを構成している（松本 2003: 170）。 
Lakoff  (1987) は、メタファーを、類似性に基づき起点領域から異なる概念領域
である目標領域への写像であると唱えている。さらに Lakoff (1990) では、「メタ
ファー的写像はソース領域の認知トポロジ （ーつまり、イメージ・スキーマ構造）





て、他方の事物・概念を表す比喩（松本 2003: 83）である。 
Langacker (1999) は、人はより把握しやすいものを参照点 (reference point)
として捉える能力があると説明する。Langacker (1993) は「参照点構造」

































に時系列に沿った具体性の高い一連の出来事を言う」（辻 2002: 125）。 
そして、本研究では Fauconnier (1997) の提唱する「メンタル・スペース理論」
における「概念融合」の考え方をイディオム分析に使用しているが、その理論に















スペースに部分的に投射され、概念融合 (conceptual blending) が起こり、合成
(composition)、完成 (completion)、精緻化 (elaboration) によって新しい創発構






















立 (clash) が起きて、概念融合 (blend) が起こり、新しいゲシュタルト構造であ










































語イディオムにおける foot、leg、heel、toe は語彙の使い分けが異なっている。 







マとして「勢力・支配・管理・世話のスキーマ」を持つ。また hand は「技量・ 




























































      b. 「労働四団体は、この春闘で賃金の 10%アップで要求の足並みを揃え
るという」                               （日慣句辞典） 
 





















 例えば、add fuel to the fire というイディオムは、構成義が「火に油を加える」
という意味で、連合義は「激情（興奮・怒り・憎悪など）をあおる、事態を一層
悪化させる」（イディオム辞典）という意味である。fan the flames （炎をあお
ぐ）も同じ意味で使われる。日本語にも「火に油を注ぐ」という慣用句があり、
同様に「勢いが盛んなものにさらに勢いや激しさをつけさせることをする。状況




















（２）a. Mother holds the purse strings in our family. 
           （うちでは母が財布の紐を握っている） 
      b. In Britain the Chancellor of the Exchequer holds the national purse  
strings.   （英国では大蔵大臣が国家の財政を司っている） 
199 
 
 c. The director chose to close his eyes to the mistakes that were made in  
order to prevent trouble. （支配人は混乱を避けようとして犯した過ち 
には目をつぶることにした）         （イディオム辞典） 
 
 （２a.b）の hold the purse strings の構成的意味は「財布の紐を持つ」である
が、日本語にも「財布の紐を握る」、「財布の紐を締める（緩む）」などの慣用句が
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